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八
月
は
民
族
大
移
動
の
季
節
で
あ
る
。
お
盆
の
帰
省
だ

け
で
は
な
い
。
東
北
三
大
祭
も
あ
れ
ば
、
海
外
旅
行
も
さ

か
ん
だ
。
そ
し
て
人
び
と
が
動
く
と
き
、
ご
先
祖
や
神
が

み
も
ま
た
移
動
す
る
。

旅
す
る
神

　

日
本
の
神
が
み
は
神
殿
に
鎮
座
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

い
。
時
に
神み

輿こ
し
に
乗
っ
て
人
間
界
に
旅
を
す
る
。
祭
り
と

も
な
れ
ば
お
旅
所
が
も
う
け
ら
れ
、
神
社
か
ら
神
が
み
の

御ご
し
ん
こ
う
神
幸
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
御
神
体
が
隠
さ
れ
た
ま
ま
移

動
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
イ
ン
ド
で
も
山だ

し車
に
乗
っ
て

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
像
が
巡
行
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祭
礼

で
も
マ
リ
ア
像
や
聖
人
像
が
輿こ
し

に
乗
せ
ら
れ
、
行
列
を
組

ん
で
教
区
を
め
ぐ
る
。
だ
が
、
秘ひ
と
く匿
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

旅
す
る
仏

　

神
だ
け
で
な
く
仏
も
旅
を
す
る
。
仏
像
は
ふ
つ
う
寺
院

に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
盛
ん
だ
っ
た
善
光

寺
（
長
野
市
）
の
出で
が
い
ち
ょ
う

開
帳
の
よ
う
に
各
地
に
出
張
す
る
こ

と
も
あ
る
。
じ
つ
は
、
旅
に
出
る
の
は
秘
仏
の
本
尊
で
は

な
く
、
そ
の
前
に
立
つ
「
前ま
え
だ
ち立
本
尊
」
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
秘
仏
と
い
う
か
ん
が
え
か
た
は
仏
教
の
本
来
の
教
義

に
は
な
く
、
む
し
ろ
神
道
の
御
神
体
の
伝
統
に
根
ざ
し
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

『
善
光
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
本
尊
自
体
も
百く
だ
ら済
か
ら
日

本
に
渡
来
し
、
難
波
の
堀
か
ら
元
善
光
寺
（
飯
田
市
）
を

経
て
現
在
の
地
に
安
住
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
国
時
代
に

中な
か
ま
き牧 

弘ひ
ろ
ち
か允　
　

民
博�

民
族
文
化
研
究
部

専
攻
は
宗
教
人
類
学
、
経
営
人
類
学
。
善
光
寺
の
お
膝
元
で
育
ち
、
日
本

の
宗
教
を
国
内
の
み
な
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
海
外
に
ま
で
追
い
か
け
て
い
る
。

は
川
中
島
合
戦
の
争

乱
に
巻
き
込
ま
れ
、

ま
ず
武
田
側
に
よ
っ

て
甲
府
に
移
さ
れ
、

武
田
が
信
長
に
滅
ぼ

さ
れ
る
と
岐
阜
に
移

動
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
信
長
が
本
能
寺
の
変
に
あ
う
と
、

尾
張
の
清
洲
に
移
転
さ
れ
、
さ
ら
に
家
康
に
よ
っ
て
浜
松

を
経
て
甲
府
に
戻
さ
れ
た
。

　

や
が
て
秀
吉
が
天
下
統
一
を
果
た
し
、
京
都
の
大
仏
殿

が
地
震
で
崩
壊
す
る
と
、
甲
府
か
ら
京
都
に
迎
え
入
れ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
体
調
が
悪
く
な
る
と
善
光
寺
如

来
の
た
た
り
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
、
秀
吉
の
死
の
前
日
、

信
州
に
送
り
返
さ
れ
た
と
い
う
。
戦
乱
の
時
代
、
秘
仏
は

流
浪
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

神
仏
と
人
び
と
の
移
動

　

日
本
の
文
化
や
歴
史
に
潜
む
、
旅
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

神
仏
の
移
動
。
ま
た
神
輿
や
山
車
、
あ
る
い
は
「
ね
ぶ

た
」
の
よ
う
な
祭
礼
の
つ
く
り
も
の
が
動
く
こ
と
で
、
社

会
や
人
び
と
も
連
動
し
て
活
動
的
に
な
る
。
そ
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
の
が
本
特
集
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
旅
す
る
神
が
み
を
ひ
ろ
く
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
や
カ
ト

リ
ッ
ク
の
祭
礼
に
も
求
め
、
比
較
の
糸
口
も
さ
ぐ
り
た
い
。

飾
り
た
て
た
神
輿
に
乗
り
、

華
や
か
な
儀
式
を
と
も
な
う
神
も
あ
れ
ば
、

闇
夜
に
密
や
か
に
御
旅
所
に
出
立
す
る
神
も
い
る
。

旅
先
で
歌
舞
音
曲
を
楽
し
む
神
も
い
れ
ば
、

人
び
と
の
祈
願
に
応
え
る
機
会
と
す
る
神
も
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
神
さ
ま
の
旅
心
は

い
か
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か

特
集

日本の文化展示・弘前ねぷたの見送り

日本の文化展示・祇園祭の幣（右上隅） アメリカ展示・ペルーの輿とマリア像

南アジア展示・パールッタサーラティ寺院の山車

日本の文化展示・春日若宮御祭（おんまつり）の田楽幣

『春日若宮御祭礼絵巻物』上巻��遷
せんこうのぎ
幸儀（江戸時代中期）〈春日大社提供〉
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民
博
に
は
、
南
イ
ン
ド
、
タ
ミ
ル
ナ
ー

ド
ゥ
州
マ
ド
ラ
ス
（
チ
ェ
ン
ナ
イ
）
に
あ

る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
パ
ー
ル
ッ
タ
サ
ー
ラ

テ
ィ
寺
院
の
も
の
と
同
形
の
山
車
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
複
製
と
は
い
う
も
の
の
、

こ
れ
は
こ
れ
で
本
尊
に
魂
を
入
れ
れ
ば
立

派
に
実
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
実
際
の
八
割
程
度
の
大
き
さ
に

つ
く
っ
て
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
天
井
に
つ

か
え
る
ほ
ど
大
き
い
。
こ
う
し
た
大
き
な

山
車
は
、
と
く
に
南
イ
ン
ド
や
東
イ
ン
ド

に
多
く
み
ら
れ
る
。

祭
司
が
の
っ
た
山
車
が
町
内
を
め
ぐ
る

　

パ
ー
ル
ッ
タ
サ
ー
ラ
テ
ィ
寺
院
の
山
車

は
、
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
あ
た
る
タ
ミ

ル
月
チ
ッ
テ
ィ
ラ
イ
に
お
こ
な
わ
れ
る
一

〇
日
間
（
一
〇
夜
一
一
日
）
の
大
祭
の
と

き
に
ひ
き
だ
さ
れ
、
町
内
を
巡
行
す
る
。

　

こ
の
時
期
の
南
イ
ン
ド
は
非
常
に
暑
い

季
節
に
あ
た
り
、
各
地
で
村
の
女
神
を
祀

る
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
る
季
節
で
も
あ
る
。

た
だ
し
、
山
車
に
の
せ
ら
れ
る
神
さ
ま
は

本
尊
で
は
な
く
、
巡
行
用
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
町
内
を
巡
行
す
る
山
車
の

勇
壮
な
す
が
た
は
、
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾

巡
行
を
思
わ
せ
る
。

　

大
祭
は
寺
院
ご
と
に
時
期
が
ち
が
っ
て

い
る
が
、
一
〇
日
間
（
一
〇
夜
）
お
こ
な

わ
れ
る
例
が
多
い
。
初
日
に
は
旗
揚
げ
式
、

最
終
日
に
は
旗
納
め
式
が
あ
る
。
期
間
中

の
何
日
か
は
山
車
が
出
て
、
町
内
を
め
ぐ

る
。
山
車
に
は
寺
院
つ
き
の
祭
司
が
の
り
、

人
び
と
は
祭
司
を
通
じ
て
お
供
え
物
を
神

さ
ま
に
捧
げ
て
お
下
が
り
を
も
ら
う
。
有

名
な
寺
院
の
大
祭
で
は
一
〇
〇
万
単
位
の

人
び
と
が
沿
道
に
並
び
、
周
囲
は
す
さ
ま

じ
い
混
雑
と
な
る
。

山
車
の
威
力
は
宗
教
を
超
え
て

　

こ
の
よ
う
な
大
祭
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に

限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
で

も
み
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
暮
れ
に
津
波
被
害
に
あ
っ

た
州
中
央
海
岸
部
の
ナ
ー
ガ
パ
ッ
テ
ヤ
ナ

ム
市
近
郊
に
は
ウ
ェ
ー
ラ
ー
ン
ガ
ン
ニ
聖

堂
（
キ
リ
ス
ト
教
）
と
ナ
ゴ
ー
ル
聖
廟

（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
と
い
う
イ
ン
ド
全
土
に

響
く
有
名
な
聖
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
い

ず
れ
も
一
〇
日
間
の
大
祭
が
催
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
何
日
か
は
山
車
が
で
る
。

　

ウ
ェ
ー
ラ
ー
ン
ガ
ン
ニ
で
は
、
聖
母
マ

リ
ア
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
像
を
の
せ

た
山
車
が
出
て
、
聖
堂
の
周
囲
を
め
ぐ
る
。

こ
う
し
た
大
祭
に
は
、む
し
ろ
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
が
多
く
集
ま
る
と
い
わ
れ
る
。

　

ウ
ェ
ー
ラ
ー
ン
ガ
ン
ニ
聖
堂
の
大
祭
に

は
例
年
一
〇
〇
万
人
以
上
の
見
物
が
集
ま

る
が
、
二
〇
〇
四
年
末
の
津
波
災
害
の
あ

と
、
聖
堂
の
周
辺
は
と
く
に
被
害
が
大
き

く
、
巡
礼
客
や
観
光
客
の
足
が
遠
の
き
、

地
元
に
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

杉す
ぎ
も
と本 

良よ
し
お男　

　

民
博�

民
族
社
会
研
究
部

専
攻
は
社
会
人
類
学
、南
ア
ジ
ア
研
究
。ス
リ
ラ
ン
カ
、

南
イ
ン
ド
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
・
文
化
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
に
従
事
。最
近
は
映
画
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、津
波
災
害
復
興
な
ど
に
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

　

神
輿
に
は
神
さ
ま
が
乗
っ
て
い
る
が
、

山
車
は
ふ
つ
う
神
さ
ま
に
奉
納
す
る
舞
台

装
置
な
の
で
神
さ
ま
は
乗
っ
て
い
な
い
。

元
禄
時
代
に
は
神
田
祭
、
山
王
祭
、
三
社

祭
な
ど
の
江
戸
の
著
名
な
祭
り
に
は
、
神

輿
だ
け
で
は
な
く
、
祇
園
祭
と
同
様
、
豪

華
な
山
車
の
パ
レ
ー
ド
が
付
随
し
て
い
た
。

し
か
し
明
治
初
期
、
神
仏
分
離
令
が
施
行

さ
れ
、
首
都
東
京
の
お
膝
元
で
は
、
華
美

な
山
車
の
随
伴
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

神
人
交
感
の
機
会
を
求
め
て

神
輿
に
乗
る
神
さ
ま
た
ち

　

京
都
の
祇
園
祭
で
は
山
鉾
巡
行
が
主
役

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
山
鉾
巡
行
が

行
わ
れ
る
日
（
伝
統
的
に
は
先
の
祭
り
の

日
）
に
八
坂
神
社
か
ら
三
基
の
神
輿
が
出

発
し
、
氏
子
区
域
を
回
っ
た
の
ち
四
条
寺

町
の
御
旅
所
に
到
着
す
る（
神
幸
祭
）。
御

旅
所
に
神
さ
ま
が
と
ど
ま
ら
れ
て
い
る
間

に
氏
子
の
奉
仕
を
受
け
、
現
在
で
は
花
笠

巡
行
の
二
四
日
（
後
の
祭
り
の
日
）
に
神

輿
に
乗
っ
て
八
坂
神
社
に
戻
る（
還
幸

祭
）。
つ
ま
り
、
ふ
だ
ん
は
八
坂
神
社
内

に
居
る
神
さ
ま
が
、
神
輿
に
乗
っ
て
御
旅

所
に
行
き
、
氏
子
た
ち
の
奉
納
を
受
け
、

神
人
交
感
が
行
わ
れ
、
神
社
に
戻
る
と
い

う
の
が
祇
園
祭
の
構
造
な
の
で
あ
る
。

山
鉾
と
神
輿
と
の
難
し
い
関
係

　

し
か
し
、
じ
つ
は
こ
と
は
そ
う
単
純
で

も
な
い
。
祇
園
祭
の
山
鉾
は
、
神
輿
が
到

着
す
る
前
に
御
旅
所
を
通
過
し
て
し
ま
う
。

神
が
来
ら
れ
る
前
に
場
を
お
祓
い
す
る
た

め
だ
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
神
輿

が
通
る
コ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
理
屈
に
合

わ
な
い
。

　

天
文
二
（
一
五
三
三
）
年
、
法
華
一
揆

の
お
り
に
、「
神
事
が
行
わ
れ
な
く
て
も

山
鉾
巡
行
は
や
り
た
い
」
と
下
京
六
六
カ

町
の
世
話
役
が
申
し
出
た
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
山
鉾
を
運
行
す
る
側
に
神

の
前
で
の
奉
納
と
い
う
意
識
が
、
も
と
も

と
強
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

祇
園
祭
が
始
ま
っ
た
貞
観
一
一
（
八
六

九
）
年
に
は
、
神
泉
苑
に
六
六
本
の
鉾
を

た
て
て
疫
病
の
退
散
を
祈
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
風
流
が
盛
ん
に
な
り
、
後
の

山
鉾
巡
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

と
く
に
鉾
に
は
、
天
に
い
る
カ
ミ
に
降
臨

し
て
も
ら
う
依
り
代
と
し
て
の
役
割
が

あ
っ
た
。
鉾
は
、
天
に
い
る
神
が
み
が
わ

れ
わ
れ
人
間
の
住
む
世
界
に
来
る
た
め
の

門
で
も
あ
っ
た
。
山
鉾
に
は
、
神
が
み
が

降
臨
す
る
動
く
祭
壇
と
解
釈
で
き
る
側
面

が
あ
る
。
月
鉾
に
は
月
ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

読
命
が
、

霰あ
ら
れ
て
ん
じ
ん
や
ま

天
神
山
に
は
天
神
が
、
南
観
音
山
に

は
観
音
が
、
町
の
神
と
し
て
降
臨
し
て
い

る
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。

森も
り
た田 

三さ
ぶ
ろ
う郎　
　

甲
南
大
学
文
学
部
教
授

一
九
四
五
年
、
京
都
府
に
生
ま
れ
る
。
京
都
大
学
大

学
院
博
士
課
程
修
了
。
専
門
は
文
化
人
類
学
（
農
民

文
化
論
・
映
像
人
類
学
）。
著
書
に『
祭
り
の
文
化
人

類
学
』（
世
界
思
想
社
）な
ど
が
あ
る
。

　

起
死
回
生
を
狙
っ
た
地
元
の
人
び
と
は
、

聖
堂
の
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た
山
車
の
巡

行
ル
ー
ト
を
変
え
て
、
鎮
魂
の
意
味
を
こ

め
て
海
岸
を
ま
わ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う

し
た
努
力
が
実
っ
て
か
、
そ
の
後
聖
堂
に

は
津
波
前
を
超
え
る
多
く
の
観
光
客
が
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
宗
教
を
問

わ
ず
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
に
お
け
る
山
車

の
威
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
る
思
い
が
す
る
。

神
輿
ご
と
に
ル
ー
ト
を
違
え
て

賑
や
か
に
神
輿
の
到
来
を
つ
げ
る

　

御
旅
所
が
、
現
在
の
四
条
寺
町
に
定

ま
っ
た
の
は
、
天
正
一
九
（
一
五
九
一
）

年
の
豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
る
。
そ
れ
以

前
は
、
少
将
井
御
旅
所
（
冷
泉
東
洞
院
）

と
大
政
所
御
旅
所
（
烏
丸
高
辻
）
の
二
カ

所
で
あ
っ
た
。

　

現
在
は
、
当
初
祇
園
祭
が
行
わ
れ
た
神

泉
苑
の
南
東
の
端
（
三
条
大
宮
東
入
ル
）

に
、
又
旅
所
と
も
呼
ば
れ
る
三
条
御
供
社

が
あ
る
。
還
幸
祭
の
と
き
に
中
御
座
、
東

御
座
の
二
基
の
神
輿
が
安
置
さ
れ
、
神
の

依
り
代
で
あ
る
オ
ハ
ケ
が
た
て
ら
れ
、
奉

餞
祭
が
行
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
三
基
の
神
輿
に
は
、
主
神

素ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

戔
嗚
尊
（
中
御
座
）、主
神
の
妻
、

櫛ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

稲
田
姫
命
（
東
御
座
）、そ
の
子
で
あ

る
八
柱
の
御み
こ
が
み
子
神
（
西
御
座
）
が
乗
る
。

素
戔
嗚
尊
は
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守
護

神
で
あ
る
牛ゴ
ヅ
テ
ン
ノ
ウ

頭
天
王
や
武ム
タ
フ
カ
ミ

塔
神
と
習
合
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
櫛
稲
田
姫
命
は
牛
頭
天
王

の
后
の
頗ハ
リ
サ
イ
ニ
ョ

梨
采
女
と
、
八
柱
の
御
子
神
は

八
王
子
、
八
将
軍
と
習
合
し
て
い
る
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

祇
園
祭
も
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
変

容
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
上
に
駐
留

す
る
神
が
み
も
天
界
に
在
住
す
る
神
が
み

も
、
こ
の
期
間
、
人
び
と
の
生
活
の
場
を

訪
れ
、
風
流
な
ど
の
奉
納
を
通
し
て
神
人

交
感
が
行
わ
れ
、
人
び
と
に
疫
病
退
散
の

御
利
益
を
与
え
る
と
い
う
構
造
に
は
変
わ

り
は
な
い
。

パールッタサーラティ寺院の巡行用の神像

町内を巡行する山車

左（東）から御旅所に鎮座した西御座、中御座、
東御座、若御座　〈2009年7月17日撮影〉

御旅所に入る前に神振りをする東御座
〈2009年7月17日撮影〉
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真
夏
の
日
差
し
が
和
ら
ぎ
、
青
森
の
街

に
夕
闇
が
迫
る
頃
、
勇
壮
な
ね
ぶ
た
が
小

屋
か
ら
一
台
ま
た
一
台
と
通
り
に
姿
を
現

す
。
街
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
笠
を
被
り
、

揃
い
の
浴
衣
に
赤
や
青
の
襷
た
す
きを
か
け
た
ハ

ネ
ト
た
ち
が
鈴
の
音
を
響
か
せ
て
集
ま
っ

て
く
る
。
日
本
中
か
ら
詰
め
か
け
た
観
客

た
ち
は
桟
敷
に
陣
取
り
、
慌
し
く
団
扇
を

動
か
し
な
が
ら
、
今
や
遅
し
と
始
ま
り
の

時
を
待
ち
わ
び
る
。

　

午
後
七
時
一
〇
分
、
花
火
の
合
図
と
と

も
に
一
斉
に
囃は
や
し子

が
鳴
り
響
き
、「
ラ
ッ

セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、ラ
セ
ラ
セ
ラ
ッ

セ
ラ
ー
！
」
の
か
け
声
と
と
も
に
、
二
十

数
台
の
巨
大
な
ね
ぶ
た
が
眠
り
か
ら
醒
め

て
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
。
待
ち
に
待
っ

た
「
出
陣
」
の
瞬
間
で
あ
る
。

病
気
や
災
い
を
川
や
海
に
流
す

　

ね
ぶ
た
の
起
源
は
、
夏
の
睡
魔
や
疫
病

を
退
散
さ
せ
る
「
ね
ぶ
り
流
し
」
や
「
七

夕
」
な
ど
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
形

や
行あ
ん
ど
ん灯

に
病
気
や
災
い
を
封
じ
込
め
、
そ

れ
を
川
や
海
に
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
厄
を

祓
お
う
と
し
た
祭
祀
で
あ
る
。
今
日
で
も

祭
り
の
最
終
日
「
ナ
ヌ
カ
ビ
」
に
は
、
ね

ぶ
た
を
船
に
載
せ
て
青
森
湾
を
巡
航
す
る

「
海
上
運
行
」
と
い
う
形
で
、
そ
の
名
残

を
と
ど
め
て
い
る
。

　

巨
大
行
灯
に
よ
り
見
物
人
を
集
め
た
と

い
う
記
録
は
弘
前
藩
の
時
代
か
ら
残
っ
て

い
る
が
、
今
日
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の

は
、
青
森
市
の
戦
後
復
興
を
願
っ
た
港
祭

り
に
端
を
発
し
て
い
る
。
当
初
か
ら
町
衆

の
力
に
よ
り
人
的
、
経
済
的
に
支
え
ら
れ

て
き
た
都
市
祭
り
で
あ
る
が
、
と
く
に
人

形
ね
ぶ
た
の
大
型
化
と
と
も
に
費
用
も
巨

大
化
し
、
今
日
で
は
、
一
台
の
制
作
と
運

行
に
か
か
る
費
用
は
二
〇
〇
〇
万
円
以
上

に
の
ぼ
る
と
い
う
。

経
済
効
果
は
六
〇
〇
億
円

　

こ
の
費
用
を
支
え
て
い
る
の
は
、
地
元

で
商
売
を
し
て
い
る
「
お
店た
な

」、つ
ま
り
企

業
で
あ
る
。
今
日
の
青
森
ね
ぶ
た
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
は
、
ね
ぶ
た
人
形
の
台
座

に
企
業
名
が
掲
げ
ら
れ
、
ハ
ネ
ト
の
浴
衣

や
法
被
に
も
企
業
名
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
目

三み
つ
い井 

泉い
ず
み　　

日
本
大
学
経
済
学
部
教
授

専
門
は
経
営
学
、
経
営
人
類
学
。現
在
の
研
究
関
心
は
、

経
営
理
念
の
国
際
比
較
。
共
著
に
『
会
社
じ
ん
る
い

学
』（
二
〇
〇
一
年
、
東
方
書
店
）、共
編
著
に
『
経
営

理
念
──
継
承
と
伝
播
の
経
営
人
類
学
的
研
究
──
』

（
二
〇
〇
八
年
、
Ｐ
H
Ｐ
研
究
所
）。�

立
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
青
森
ね

ぶ
た
に
は
「
企
業
の
祭
り
」
と
い
う
側
面

も
あ
る
。

　

観
光
客
三
一
九
万
人
（
二
〇
〇
八
年
八

月
二
日
～
七
日
）、四
九
七
億
円
（
荘
銀
総

研
推
計
）
の
観
光
消
費
を
生
み
、
約
六
〇

〇
億
円
の
経
済
波
及
効
果
を
も
つ
ま
で
に

成
長
し
た
「
巨
大
観
光
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ

れ
ば
、
そ
の
宣
伝
効
果
を
狙
っ
た
企
業
の

　

奈
良
の
春
日
大
社
で
は
、
毎
年
一
二
月

中
旬
に
春
日
若
宮
御お
ん
ま
つ
り

祭
が
お
こ
な
わ
れ

る
。
こ
の
祭
り
は
、
一
七
日
の
「
御
旅
所

祭
」
に
、
神か
ぐ
ら楽
･
東あ
ず
ま
あ
そ
び遊
･
田で
ん
が
く楽
･

細せ
い
の
う男
･
舞
楽
、
翌
一
八
日
の
相
撲
･
後

宴
能
と
い
っ
た
様
々
な
芸
能
が
演
じ
ら
れ

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時

期
に
お
こ
な
わ
れ
る
京
都
南
座
の
顔
見
世

を
加
え
れ
ば
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
芸

能
を
一
度
に
総
覧
す
る
よ
い
機
会
と
な
る

の
で
、
関
西
に
居
を
移
す
以
前
か
ら
何
度

か
見
物
に
訪
れ
て
い
た
。

　

近
年
は
、
御
旅
所
で
芸
能
を
見
て
い
る

時
間
と
茶
店
で
一
服
し
て
い
る
時
間
が
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

以
前
は
芸
能
の
奉
納
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
宵
宮
祭
」
や
「
遷
幸
の
儀
」
や
「
還
幸

の
儀
」
な
ど
の
重
要
な
行
事
に
も
付
き
合

い
、
見
学
し
て
い
た
。

白
装
束
に
囲
ま
れ
た
若
宮
神
が

暗
闇
を
進
む
遷
幸
の
儀

　

こ
の
祭
り
は
、
春
日
大
社
の
本
殿
に
祀

ら
れ
る
神
が
み
で
は
な
く
、
そ
の
御み
こ
が
み

子
神

で
あ
る
若
宮
神
の
祭
り
で
あ
る
。
普
段
は

何
も
な
い
御
旅
所
に
行あ
ん
ぐ
う宮
を
仮
設
し
、
若

宮
神
を
迎
え
て
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　

そ
の
若
宮
神
を
迎
え
る
行
事
が
遷
幸
の

儀
で
、
一
七
日
午
前
零
時
か
ら
若
宮
神
社

で
お
こ
な
わ
れ
る
。
社
殿
で
の
祭
典
の
後
、

笹さ
さ
は
ら原 

亮り
ょ
う
じ二

民
博�

民
族
文
化
研
究
部

専
門
は
民
俗
学
、
民
俗
芸
能
研
究
。
最
近
は
、
九
州

各
地
の
島
々
を
巡
り
歩
き
、
祭
り
や
芸
能
の
伝
播
や

定
着
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

若
宮
神
が
大
勢
の
神
社
の
人
び
と
に
守
ら

れ
て
行
宮
に
遷う
つ

る
。

　

こ
の
と
き
境
内
は
、
い
っ
さ
い
の
灯
火

が
消
さ
れ
て
真
っ
暗
闇
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
参
道
を
進
む
若
宮
神
の
様
子
を

は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

若
宮
神
を
囲
む
人
び
と
が
間
断
な
く
発
す

る
警け
い
ひ
つ蹕
や
楽
人
の
奏
で
る
道
楽
に
よ
っ
て
、

そ
の
歩
み
を
参
列
者
は
明
確
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
同
日
、
祭
り
の
参
加
者
が
社

参
す
る
「
お
渡
り
式
」
、
そ
れ
に
続
く
御

旅
所
祭
で
の
芸
能
の
奉
納
の
後
、
深
夜
に

還
幸
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
若
宮
神
は
、
遷

幸
の
儀
と
同
様
、
一
切
の
灯
火
が
消
さ
れ

た
暗
闇
の
な
か
を
、
取
り
囲
ん
だ
大
勢
の

人
び
と
が
発
す
る
警
蹕
と
道
楽
と
と
も
に

若
宮
神
社
に
還か
え

る
。

見
せ
な
い
ご
神
体
の
到
来
を

音
で
知
ら
せ
る

　

御
祭
の
若
宮
神
の
よ
う
に
、
祭
り
の
際

に
祭
場
と
の
あ
い
だ
を
往
還
す
る
、
い
わ

ば
「
旅
す
る
」
神
が
み
は
、
御
輿
や
曳
山

が
出
る
ほ
う
ぼ
う
の
祭
り
で
も
同
様
に
見

ら
れ
、
必
ず
し
も
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
御
輿
や
曳
山
に
よ
る
神
霊
の
旅

が
、
見
物
の
衆
目
を
集
め
る
可
視
的
な
も

の
な
の
に
対
し
て
、
御
祭
で
は
暗
闇
の
な

か
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
見
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
う
と
う
趣
き
が
異
な
る
。

　

と
は
い
え
、
警
蹕
や
道
楽
と
い
っ
た
賑

や
か
な
音
が
伴
い
、
人
び
と
は
耳
で
神
霊

の
旅
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で

は
両
者
は
共
通
す
る
。

　

こ
う
し
た
神
霊
の
旅
の
あ
り
よ
う
の
異

同
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
の
歴
史
を
考
慮

す
る
と
、目
に
見
え
ず
、耳
で
知
る
神
霊
の

旅
か
ら
、
目
と
耳
で
知
る
神
霊
の
旅
へ
と

い
う
、
旅
す
る
神
霊
の
あ
り
よ
う
の
変
化
、

あ
る
い
は
、
神
霊
の
顕け
ん
げ
ん現
に
対
す
る
我
々

の
意
識
や
感
覚
の
歴
史
的
な
変
遷
を
示
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
、
興
味
深
い
。

Ｐ
Ｒ
活
動
と
考
え
る
む
き
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
成
長
期
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、

今
日
の
よ
う
な
不
況
期
に
あ
っ
て
も
、
な

ぜ
企
業
は
ね
ぶ
た
を
支
え
続
け
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
に
「
神
」の
霊
力
が
あ
る
。つ

ま
り
、祭
り
は
企
業
に
と
っ
て
宣
伝
効
果

と
い
う
以
上
に
、
地
域
共
同
体
へ
の
貢
献

や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
絶
好
の
機

会
と
な
る
。さ
ら
に
、企
業
が
自
ら
の
継
続

性
と
健
全
性
を
地
域
に
示
し「
無
病
息

災
」
を
共
に
祈
る
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
企
業
が
祭
り

に
参
加
す
る
ほ
ん
と
う
の
意
味
が
あ
る
、

と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

熱
気
と
歓
喜
に
包
ま
れ
る
大
通
り

　

午
後
八
時
過
ぎ
、
囃
子
も
ハ
ネ
ト
も
観

客
も
一
体
と
な
っ
て
青
森
の
大
通
り
が
熱

気
と
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
る
。
そ
の
な
か

を
ね
ぶ
た
絵
の
武
者
た
ち
が
街
中
に
睨
み

を
き
か
せ
、
刀
や
棍
棒
を
振
り
回
し
な
が

ら
駆
け
巡
る
。
そ
の
荒
々
し
さ
を
も
っ
て

街
中
の
人
び
と
の
睡
魔
を
払
い
、
厄
病
を

遠
ざ
け
、
災
害
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る

か
の
よ
う
に
。

　

一
五
年
間
通
い
続
け
て
い
る
と
い
う
観

光
客
の
一
人
に
感
想
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。「
こ
ん
な
に
も
勇
壮
で
か
つ
優
美
な

祭
り
は
世
界
中
の
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
の
友
人
た
ち
に
、日
本
に
き
た
ら
ぜ
っ

た
い
に
見
る
よ
う
に
薦
め
て
い
ま
す
」。

　

旅
す
る
神
が
み
は
、
こ
う
し
て
、
人
の

心
を
奪
い
、
人
び
と
を
旅
へ
と
誘
う
。

社名を背負いねぶた小屋に詰めかける人たち

街中に睨みをきかせる「ねぶた武者」

春日若宮御祭「御旅所祭」
での舞楽「落蹲（らくそん）」
の奉納

春日若宮御祭「御旅所祭」での宮司祝詞奏上

写真はいずれも
春日大社提供




